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１．日  時  令和２年９月１１日（金）午前９時３０分開議 

 

２．場  所  宇土市教育委員会２階会議室 

 

３．出席委員  太田 耕幸教育長 近藤 修教育長代理 

芥川 学委員  白井 正晴委員 

 

４．欠席委員  園田 寛子委員 

 

５．職務のために出席した者 

        教育部長 宮田 裕三  学校教育課長 田尻 清孝 

指導主事 太田黒 保宏 学校教育課総務係長 渡辺 佳助 

生涯活動推進課長 内田 雅之  文化課長 池田 和臣 

給食センター所長 藤本 勲   図書館長 久多見 さとみ 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

議事日程 

  １ 会議録署名委員の指名 

   ２ 会期の決定 

   ３ 議案第７２号 専決処分の報告及び承認を求めることについて 

  専決第６号  令和２年度学校産業医の委嘱について 

４ 議案第７３号 宇土市教育委員会事務局組織規則の一部改正について 

５ 議案第７４号 宇土市文化財保護審議会委員の辞任について 

６ 議案第７５号 宇土市歴史的資料保存活用事業運営委員会委員の辞任について 

７ 議案第７６号 宇土市立学校の教育職員の在校時間等の上限等に関する方針について 

 

     

   報告事項 
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令和２年９月宇土市教育委員会定例会会議録 

 

教育長     令和２年９月教育委員会定例会会議を開会いたします。 

本日は，教育長及び３人の委員が出席でありますので， 

この会議は成立いたします。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

日程第１ 

教育長     本日の会議録署名委員の指名をいたします。 

会議録署名委員に白井委員を指名いたします。 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

        日程第２ 

教育長     本日の９月教育委員会定例会の会期を１日とします。 

ご異議ございませんか。 

           （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

教育長     異議ないものと認めます。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

        日程第３ 

教育長     議案第７２号を議題といたします。 

学校教育課長から説明願います。 

 

学校教育課長  ≪説明≫ 

 

（質疑）     

白井委員    ４月以降に５０人以上になって対象となったのか。 

太田教育長   鶴城中，宇土小学校は４月から指定を行っていた。 

学校教育課長  会計年度任用職員を含むとなっており，人数の取り扱いが違っていた。 

 

≪採決≫（原案のとおり）

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

        日程第４ 

教育長     それでは，議案第７３号を議題といたします。 

本案について学校教育課長から説明願います。 

 

学校教育課長  ≪説明≫ 

       

（質疑） 



4 
 

近藤委員    小中学校に関することは記載がないが，幼稚園のみ記載する必要があるのか。 

学校教育課長  今回の改正は総務係に関することのみ記載しているが，小中学校は学務係に記載があ 

る。様々な面で幼稚園に対して助言，相談等を行っているので，今後も包括的に行う 

ため今回改正を行う。 

近藤委員    学務係に小中学校の記載があるのであれば，幼稚園も学務係に記載してはどうか。 

学校教育課長  係の事務の違いになるので分けている。 

 

≪採決≫（原案のとおり） 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

        日程第５，日程第６ 

教育長     それでは次に，関連がありますので，議案第７４号及び第７５号を議題といたします。 

本案について，文化課長から説明願います。 

 

文化課長     ≪説明≫ 

（質疑）     

芥川委員    届出を出された経緯について伺いたい。 

文化課長    辞任届提出の経緯を説明。 

        委員による審議 

文化課長    補充は行わず，任期まで欠員として扱う。 

 

≪採決≫（原案のとおり） 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

        日程第７ 

教育長     それでは次に，第７６号を議題といたします。 

本案について，学校教育課長から説明願います。 

 

学校教育課長  ≪説明≫ 

（質疑）     

近藤委員    熊本県の方針と同じだということだが，宇土市と合わないという箇所はないか。 

太田教育長   宇城管内の教育長と協議を行った結果，文部科学省，熊本県から通知があっているも

のについて変更することはできないだろうということになった。 

なお，この方針が実現できるように市教育委員会，県，国，学校で対応をしていかな 

ければならない。 

        今週に中学校部活動にういて地域の力を活用し，実施していくよう通知がきていた。 

このようなことも踏まえ今後検討を行っていく必要があり，ひとつのことだけではな 

く，多岐に渡って実施していくことが重要である。 

白井委員    在校時間について記載がある箇所についてテレワークが記載あるが，どのように時間 

を捉えられるのか。また，自己研鑽の時間についても授業に関係するものとそうでな 
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いものの区別はどうなるのか。など，判断が難しく個別に問い合わせが増えるのでは 

ないかと思うので，対象と対象にならないものを事前に考えておく必要があるのでは 

ないか。 

太田教育長   今後実施していくうえで，個別の案件が出てくると思うので，詳細なものを決めてお 

く必要があると思う。 

なお，テレワークについては，新型コロナウィルス感染症対策により休校時に在宅勤 

務を行ったが，事前に校長へどのような業務を行うのか提出していた。また，時間外       

などに自己研鑽で受けた研修は該当しないなど今でも行っている状況である。 

白井委員    例示をしておけば混乱しないと思う。 

太田教育長   問合せ等の事例を集めて，今後作成しておく必要がある。 

白井委員    在宅勤務の報告書が人によってボリュームが違うと聞く。報告書や届出書の内容も検 

討しておく必要がある。 

指導主事    新型コロナウィルスで在宅勤務を実施したが，申請を校長へ提出し校長の許可を受け， 

記載する欄は多くはなかったが，勤務の内容を報告するよう委員会で様式を通知し， 

実施した。 

太田教育長   報告書のボリュームを増やしてしまうと逆に業務が増えてしまうことが考えられる 

ため，できる限り簡略化する必要がある。 

 

≪採決≫（原案のとおり） 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

教育長    本日の日程は全て終了しましたので，令和２年９月の定例教育委員会を閉会します。 

― 閉会 ―（午前１０時３５分） 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

報告事項 

教育部長     ・９月議会の一般質問（答弁書）について 

         ・台風１０号について 

学校教育課長   ・行事予定ついて 

指導主事     ・学校訪問について 

         ・フリースクールについて 

         ・感染症対策について 

生涯活動推進課  ・行事予定について 

         ・成人式会場変更について 

         ・学校体育館の消毒作業及び一般貸出しについて 

文化課長     ・行事予定について 

図書館長     ・行事予定について 

給食センター所長 ・行事予定について 

 

近藤委員     学校訪問で今年度は諸帳簿の閲覧がないが，毎年簡単な間違いが見受けられるので，
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指導室でチェックと指導をお願いする。 

         フリースクールの許可はフリースクール毎で判断するのか児童生徒毎に判断する 

のか。 

指導主事     保護者から申し出があった場合は学校とフリースクールを訪問し，最終判断は学校

長だが，フリースクール毎に判断を行っていく。 

白井委員     不登校関係で不登校ではないが，学校に登校はしていても別室で過ごしている児童

生徒の数は把握しているか。 

指導主事     通級教室や体調がすぐれない児童生徒は学校毎に把握しているが，詳しい数は把握

していない。 

白井委員     不登校の生徒はＳＣやＳＳＷ等の相談ができているが，別室にいる生徒は対応がで

きていないとも聞くので，把握は難しいのか。 

太田教育長    学校は把握できているので，把握は難しくはないと思う。 

芥川委員     白井委員の意見は，定例の報告に項目を追加するということか。 

白井委員     項目を追加する必要はない。 

芥川委員     把握しておくことは必要なので，定例で報告ではなく，数の把握が難しい為，学期

毎などに調査を行ったらどうか。 

指導主事     いろいろな思いを子ども達は持っているので，今後もＳＣやＳＳＷを活用していか

なければならない。 

 

 

  議事録署名    

委員  白井 正晴 


